
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わわたたししたたちちのの先先輩輩
せんぱい

・・吉吉野野
よ し の

作作造造
さくぞう

・ このパネル展示
て ん じ

は、ここ大崎市
おおさきし

古川
ふるかわ

出 身
しゅっしん

の政治
せ い じ

学者
がくしゃ

・吉野
よ し の

作造
さくぞう

（１８７８～

１９３３）が生
う

まれてから亡
な

くなるまでのできごとを紹 介
しょうかい

しています。

・ 青
あお

い字
じ

で書
か

かれているのは、パネルの中
なか

でも特
とく

にたいせつなことです。

・ パネルには、そのころ吉野
よ し の

作造
さくぞう

が何歳
なんさい

だったかが書
か

いてあります。作造
さくぞう

がみ

なさんと同
おな

じ年
とし

のころは何
なに

をしていたか、大
おお

きな仕
し

事
ごと

をしたのは何歳
なんさい

のころ

なのか、見
み

てみましょう。

私
わたし
のことを知

し
りたいのかい︖

よーし、教えてあげよう。
君
きみ
たちが将

しょう
来
らい
に向

む
けて羽

は
ばたいて

いく、ヒントになればうれしいな︕

年 月改訂



吉野作造、古川に生まれる（０～６歳）

吉野作造は１８７８年（明治１１年）１月２９日、

いまの大崎市
おおさきし

古川
ふるかわ

十日町
とおかまち

で生まれました。

作造が生まれた吉
よし

野
の

家
け

は、糸
いと

や綿
わた

、反物
たんもの

を売って

いる商 人
しょうにん

の家で、作造が小さいころは、古川では

まだめずらしかった新聞
しんぶん

や雑誌
ざ っ し

も売っていました。

作造の生まれた家は、残念
ざんねん

ながら１９０８年（明

治４１年）の古川の大火事
お お か じ

で焼
や

けてしまいました。

家のあった場所は現在
げんざい

、吉野ポケットパークという

黄色
き い ろ

いポストが目印
めじるし

の小さな公園
こうえん

になっています。 

作造の生まれた家があったところ

（吉野ポケットパーク）

 

作造の母・こう
作造の父・年蔵

としぞう

古川町長にもなりました。

 

反物
たんもの

着物
きも の

（和服
わふく

）をつくるのに
つかう布

ぬの
のこと。

古川中学校

古川第一小学校
純心幼稚園

大崎市役所

大崎市地域交流センター
「あすも」

食の蔵 醸室
富士屋

大石パン店

緒絶の館

ローソン

ふるしん

七十七銀行

 

明治時代末ごろの十日町
とおかまち

のあたり

これからの時代
じだい

は、
新聞
しんぶん

や雑誌
ざっ し

を読んで
ちゃんと世

よ
の中

なか
の動

うご
きを

知らないといかんな。
学問はだいじですよ。
たくさん勉強なさい。
成績
せいせき

がわるかったら
おこづかいはナシですよ︕

私は 人兄弟の 番目に生まれた。
厳
きび
しくもやさしい父さんと母さん、

それにたくさんの兄弟にかこまれて
にぎやかな家だったよ。
たまに古川に来るお芝居

しばい
を観

み
るのが

楽しみだったな。



 
 

 

 
 
 
 

吉野作造の小学校時代（６～１４歳）

作造は、１８８４年（明治１７年）に古川小学校

に入学しました。いまの大崎市立古川第一小学校で

す。古川小学校は１８７３年（明治６年）にでき、

作造が 卒 業
そつぎょう

する前の年の１８９１年（明治２４

年）、古川町立古川尋 常
じんじょう

高等
こうとう

小学校という名前にな

りました。作造が通
かよ

ったころは免許
めんきょ

をもった先生は

まだ少なく、町の人たちが仕事のかたわら教えてい

ました。

作造も小学校３年から４年ころまで学校で習っ

たのは読書、習字
しゅうじ

、作文、そろばんくらいでしたが、

教 育
きょういく

熱心
ねっしん

なお父さんとお母さんのもと、作造は一

生けんめい勉強しました。特に字は毎日３０分の練

習で大変
たいへん

上 達
じょうたつ

しました。また作文を雑誌
ざ っ し

に送
おく

った

りするようになりました。 

作造

清野

いまの古川第一小学校

下の写真とくらべてみましょう。

どちらも校舎
こうしゃ

前に大イチョウが見えます。

小学校の同級生・清野
せ い の

金太郎
きんたろう

と
（ 年頃）

細川
ほそかわ

松
まつ

三郎
さぶろう

先生と一小前の 頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

細川松三郎先生は 年（明治 年）から

年間古川小学校で教え、 年（明治

年）からは校長をつとめました。この石碑
せ き ひ

は

細川先生が亡
な

くなった後、作造たち教
おし

え子
ご

一
いち

同
どう

が感謝
かんしゃ

をこめて建
た

てたものです。

明治時代末ごろの古川小学校

江戸時代までは「古川城」というお城でした。

そのため、作造が通っていたころはお堀
ほり

や

土塁
ど る い

（お堀にそって土
つち

を高
たか

く盛
も

り上げ、敵
てき

に

そなえたもの）が残
のこ

っていました。 

細川
ほそかわせんせい

…なつかしいね︕
アイデアいっぱいの授業で

じゅぎょう

教えてくれたんだよ。
先生を見て、私も小学校を
卒業したあと、上の学校で
勉強したいと思ったんだ。

私たちに学問の楽しさを

ところで右の写真。
私といっしょに写

うつ
っ

ている清野
せいの

くんはね、
その後

ご
古川小学校の

校長先生になったん
だよ︕

先生



またなつかしいものを…。
これは私が中学時代、仲間と
いっしょにつくった『如

じょ
蘭会
らんかい

雑誌
ざっ し

』という雑誌だよ。
私は歴史

れきし
が好きだったから、

日本の歴史の話を書いたり、
あとは短歌

たんか
もよんだね。

吉野作造の青 春
せいしゅん

時代（１４～１９歳）

作造は、１８９２年（明治２５年）に小学校を卒

業し、仙台
せんだい

にある宮城県
みやぎけん

尋 常
じんじょう

中学校
ちゅうがっこう

（いまの宮城

県仙台第一高等学校）に入学しました。同級生の

三浦吉兵衛
み う ら き ち べ え

もいっしょでした。古川から中学校に進

んだのは作造たちが初めてで、小学校の全生徒が、

旅立
た び だ

つ作造たちを街
まち

はずれまで見送りました。作造

はお父さんお母さんの元をはなれ、仙台で暮らすこ

とになりました。

作造は仙台の学校で一 生
いっしょう

けんめい勉強しなが

ら、小山東
おやまとう

助
すけ

（気仙沼
けせんぬま

出 身
しゅっしん

、１８７９～１９１９）

など学校の仲間たちといっしょに雑誌づくりに

熱 中
ねっちゅう

するようになりました。運動はあまり得意
と く い

で

はなかった作造でしたが、テニスやスケート、野球

など、スポーツにもチャレンジしました。また、体

をきたえるため、毎朝の乾布
か ん ぷ

まさつや、鉄
てつ

アレイを

使った筋
きん

トレに取り組んだ時期
じ き

もあったようです。 

作造

中学３年の夏、この
３人で古川から岩
手県、秋田県へと、
２週間かけて旅行
したんだ。歩いて︕

剛健
ごうけん

旅行
りょこう

の３人（１８９５年夏）

作造が友人たちとつくった校内雑誌

大槻文彦
おおつきふみひこ

（１８４７～１９２８）

宮城県
みやぎけん

尋常
じんじょう

中学校
ちゅうがっこう

の校長だった大槻文彦

先生は、日本最初の国語辞典『言
げん

海
かい

』をつ

くった国語学者でもありました。

私もなかなかできる方
ほう
だと

思うが、吉野くんの優秀
ゆうしゅう

さ
にはおどろいたね。
「わが大槻

おおつき
家
け
を継

つ
いでくれ

ないか︖」とたのんでみた
が、断

ことわ
られたよ、ハハハ。



 

 
 
 
 

１８９７年（明治３０年）に、仙台の旧 制
きゅうせい

第二
だ い に

高等学校
こうとうがっこう

（いまの東北
とうほく

大学
だいがく

）に進んだ作造は、アメ

リカ人のアンネ・Ｓ・ブゼル先生が開いていた聖書
せいしょ

の勉強会に通い、やさしさと熱意
ね つ い

にあふれたブゼル

先生の影 響
えいきょう

で、キリスト教徒
きょうと

になることを決意し

ました。ブゼル先生に教わった、人のために尽
つ

くす

心、そして勉強会のなかまたちとの友情は、作造の

一 生
いっしょう

の財産
ざいさん

になりました。

上 京
じょうきょう

し、東 京
とうきょう

帝国
ていこく

大学
だいがく

（いまの東京大学）に

進学した作造は、政治学
せいじ がく

（どのように国
くに

を治
おさ

めるか

を研 究
けんきゅう

する学問）を学ぶようになりました。キリ

スト教、そして政治学。この つが、作造の一生の

テーマとなるのです。

キリスト教と学問（１９～２６歳）

作造内ヶ崎 ブゼル先生

バイブル・クラスの仲間たち

作造といっしょにブゼル先生のもとで学んだ

内ヶ崎作
うちがさきさく

三郎
さぶろう

（ ～ ）は、いまの富谷市
と み や し

出身で、のちに国会
こっかい

議員
ぎ い ん

になりました。

旧制
きゅうせい

むかしのしくみやきまり、法律
ほうりつ

のこと。「旧制
きゅうせい

高等
こうとう

学校
がっこう

」
は、むかしのきまりによってつくられた高等学校のこと
で、いまの高等学校とはちがうものです。

ブゼル先生は、尚絅
しょうけい

女学校
じょがっこう

という女子校
の校長先生だったんだ。
私のほかにも、第二高校の生徒がたくさん
来たよ。英語

えいご
の勉強

べんきょう
にもなったからね。

ブゼル先生がつくってくれるアイスクリ
ームが楽しみだったな。
あ、実

じつ
は私

わたし
が結

けっ
婚
こん
したのもこの頃

ころ
なんだ。

学生
がくせい

結婚
けっこん

︕



 

１９０４年（明治３７年）に 東 京
とうきょう

帝国
ていこく

大学
だいがく

を

卒 業
そつぎょう

した作造に、中 国
ちゅうごく

で 働
はたら

いてみないかという

お話がありました。作造の仕事は、当時
と う じ

中 国
ちゅうごく

を支配
し は い

していた清
しん

王 朝
おうちょう

の実力者
じつりょくしゃ

・袁世凱
えんせいがい

９１６）の息子
む す こ

の家庭
か て い

教師
きょうし

でした。

３年間の中国生活を終えて日本に帰った作造は、

１９１０年（明治４３年）から 年間、今度はドイ

ツなどヨーロッパの国々
くにぐに

へ留 学
りゅうがく

しました。

ヨーロッパで作造の心に強
つよ

く残
のこ

ったのは、自分た

ちのことは自分たちで決
き

めようと、みんなが声
こえ

をあ

げ、その声が政治
せ い じ

を動
うご

かしている様子
よ う す

でした。

日本もこのようにしていかなければいけない—

そんな思いを作造は強くしていきました。

世界をこの眼
め

で（２８～３５歳）

ドイツから送った娘たちへのハガキ

ヨーロッパ土産
み や げ

のコーヒーカップ

中国の服を着た吉野作造

大崎市文化財

じつは右のハガキ、絵じゃないんだ。
ドイツ語をレッスンしてくれた先生が、私の
写真
しゃしん

の上から絵の具をぬったんだよ（笑）。
留学
りゅうがく

ではいろんな人と知り会えたし、ヨー
ロッパのデモクラシーを実際

じっさい
に見ることも

できた。
みんなもいつか外国に行ってみよう︕
たくさんの出

で
会
あ
いと発

はっ
見
けん
があるはずだよ。



世界には、代々
だいだい

の国王
こくおう

がいる国もいれば、
国民に選挙

せんきょ
で選

えら
ばれた大統領

だいとうりょう
がいる国も

ある。日本では代々の天皇
てんのう

がいるね。
でもどんな国でも、

せいじ こくみん

い

それを私は「民本
みんぽん

主義
し ゅ ぎ

」と呼んだんだ。

たとえばクラスの代表を多数決
たすうけつ

でえらぶ
ときに、自分だけ仲間はずれにされたら
イヤだね。国の政治も同じ。みんなに関わ

かか

　　　るだいじなことは、みんなで責任
せきにん

をもって
決
き
めるべきなんだ。

１９１４年（大 正
たいしょう

３年）、作造は東 京
とうきょう

帝国
ていこく

大学
だいがく

の

教 授
きょうじゅ

になりました。作造は、日本でも国民
こくみん

の意思
い し

に

もとづいた民主
みんしゅ

主義
し ゅ ぎ

（デモクラシー）の政治
せ い じ

をして

いかなければならないと考えていました。しかし当

時の日本は、選挙
せんきょ

は不平等
ふびょうどう

で、民主主義とはまだほ

ど遠
とお

いものでした。

そんな中、作造は論文
ろんぶん

で「民本
みんぽん

主義
し ゅ ぎ

」という考え

を発 表
はっぴょう

し、日本もこれからは平 等
びょうどう

な選挙
せんきょ

で代 表
だいひょう

を選
えら

び、話
はな

しあいながら国
くに

の政治
せ い じ

をしなければなら

ないと説
と

きました。作造の主 張
しゅちょう

は日本じゅうに広
ひろ

く受
う

け入
い

れられ、作造は、大 正
たいしょう

デモクラシーとよ

ばれる自由
じ ゆ う

な時代
じ だ い

の代 表
だいひょう

になりました。

１９１８年（大正７年）には、作造は仲間の学者

たちといっしょに「黎明会
れいめいかい

」という会をつくり、日

本全
ぜん

国
こく

を飛
と

び回
まわ

って講
こう

演
えん

し、みんなにデモクラシー

の大切
たいせつ

さをひろめようと努力
どりょく

しました。また、雑誌

や新聞に、政治や社会に関
かん

する記事をたくさん書き

ました。

民本
みんぽん

主義
し ゅ ぎ

を発 表
はっぴょう

（３８歳）

「憲
けん

政
せい

の本
ほん

義
ぎ

を説
と

いて其
その

有
ゆう

終
しゅう

の美
び

を済
な

すの途
みち

を論
ろん

ず」

『中央公論』 年（大正 年） 月

作造が「民本主義」を発表した論文です。

選挙
せんきょ

いちばんよいとおもう人の名前を、ひとりずつ紙に書
いて箱

はこ
に入れ、みんなの代表

だいひょう
をえらぶこと。

講演
こうえん

おおくの人のまえでお話をすること。

。
けん

 



 
 

上の子どもたちが小さいころ、私は中国やヨーロ
ッパに行っていたものだから、ほとんど顔も見せ
てやれずにかわいそうなことをしたなあ。
まあ、長女は建築家

けんちくか
、次女は私と同じように文筆

ぶんぴつ

活動
かつどう

をしたりと、ずいぶんたくましく育ってくれ
たけどね。子どもたちが何になりたいと言っても、
特に反対はしなかったな。
私も大学教授

きょうじゅ
になってからは、家族の時間を大切

にするようにしたよ。夏休みの家族旅行とかね。

吉野作造の家族

作造は、男の子５人、女の子７人の１２人兄弟の

長男として生まれました。むかしの商家
しょうか

は、たいて

い長男が跡継
あ と つ

ぎになるものでしたが、古川では、長

女がおむこさんをもらって跡継ぎになることが多

かったようです。作造が進学できたのには、そうし

た事情もありました。

作造は旧 制
きゅうせい

第二
だ い に

高等学校
こうとうがっこう

時代の１９００年（明

治３３年）に、小学校の先生をしていた阿部
あ べ

たまの

と結婚
けっこん

します。その後女の子６人、男の子１人にめ

ぐまれました。

作造

信次

作造と子どもたち（ 年代）

作造と兄弟たち（ 年代か）

弟
おとうと

の吉野信次
し ん じ

（ ～ ）は、

のちに官僚
かんりょう

、大臣
だいじん

になりました。



 
 

どんな国の人でも、よその国に支配
しはい

されるのでは
なく自分たちの国を持ちたい、自分たちのことは
自分たちで決めたいと願

ねが
うのは、当然

とうぜん
のことだと

私は思う。日本の人も外国の人も根
ね
っこは同じな

んじゃないかな。
たとえ今はケンカしていても、いつかきっと分か
り合えるはずだ。
私がこう思えるのも、高校時代のブゼル先生や、
外国での多くの出会いがあったからかな。

国 境
こっきょう

を越
こ

えるデモクラシーの 絆
きずな

（３６歳～）

作造は、新しい国をつくろうとしていた中 国
ちゅうごく

の

人びと、日本から独立
どくりつ

して自分たちの国をつくろう

としていた朝 鮮
ちょうせん

の人びとなどと交 流
こうりゅう

し、彼
かれ

らを

応援
おうえん

しました。

国や立場
た ち ば

が違
ちが

っていても、おたがいを理解
り か い

しあお

うと努力
どりょく

することが大切だと、作造は考えていたの

です。

孫文が作造に送った書「天下為公（天下
て ん か

を公と
おおやけ

なす）」

政治は一部の人のためではなく、すべての人のために行
おこな

われなけれ

ばならない、という意味です。

孫
そん

文
ぶん

（１８６６～１９２５）

清
しん

王朝
おうちょう

をたおし、新しい政府をつくったことから、

中国では「革命
かくめい

の父」と呼ばれて尊敬
そんけい

をあつめてい

ます。しかし、その後 争
あらそ

いに敗
やぶ

れ、多くの仲間た

ちとともに日本へ逃
のが

れていました。
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人じ
ん
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い

に
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は
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如
何

い

か

な
る
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て
も 

 

天て
ん

に
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か

へえ
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に
仕つ

か

へえ

る
機
会
は 

 

潤
沢

じ
ゅ
ん
た
く

に
恵め

ぐ

ま
れ
て
あ
る 

大
正
十
三
年
六
月
念
五 

吉
野
作
造 

未来
み ら い

に希望
き ぼ う

を託
たく

して（５５歳）

１９２３年（大正１２年）に関東
かんとう

大震災
だいしんさい

が起
お

きて

からは、作造にとってつらいことも多い日々
ひ び

でし

た。大学や新聞社での仕事を失っ
うしな

たり、無理
む り

がたた

って体をこわしたりもしました。しかし作造は、最

後まで前向きに本や雑誌の仕事を続けました。

１９３３年（昭和 年）、作造は５５歳で病気
びょうき

の

ためこの世
よ

を去
さ

りました。その後、日本は中 国
ちゅうごく

や

アメリカとの長い戦争
せんそう

の時代に入り、１９４５年

（昭和２０年）、日本は戦争に負けました。しかし

その後、大正デモクラシーの時代を生き、作造の

影 響
えいきょう

を受
う

けた若者たちが中心となって、民主主義

の国である今の日本をつくったのです。

作造のもっとも大きな功績
こうせき

は、こうした若者
わかもの

たち

を育
そだ

てたことでしょう。

常
つね

により良
よ

い日本
に ほ ん

社会
しゃかい

をめざし生 涯
しょうがい

をかけぬけ

た吉野作造—これからの社会は、作造の後輩
こうはい

である

わたしたちひとりひとりの力にかかっています。 

作造の書「人世
じんせい

に逆 境
ぎゃっきょう

は無
な

い」

つらく、思うようにいかない時でも、世のため、人のために

役に立つ道はたくさんある、という意味です。

関東
かんとう

大震災
だいしんさい

年 月 日におきた大きな地震
じしん

。東京
とうきょう

や横浜
よこはま

で 万人
以上
いじょう

の人たちがなくなった。

大崎市文化財

政治
せいじ

も生活
せいかつ

も、大切
たいせつ

なことは同
おな
じだ。

自分
じ ぶ ん

たちのことは自分
じ ぶ ん

たちで決
き
め、

ひとりひとり責任
せきにん

をもってやること。
そして他

ほか
の人

ひと
に思

おも
いやりをもつこと。

君
きみ
たちなら、けっしてむずかしくない

はずだ。
君
きみ
たちの未来

みらい
に栄光

えいこう
あれ︕


